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フランス海上保険史研究
一14世紀から18世紀末まで一
大　谷　孝　一
は　じ　め　に
　Andr6Be1hommeは，彼の博士論文である《L’assurance　sur　corps　et
ses　caractさres　distinctifs》（1927）において，海上保険がフランスに初めて
登場したのは，1556年7月20日のルァソ（Rouen）の勅令においてであると述
べている。ω
　また，19世紀の偉犬な法律学老の一人であるIsidore　Alauzetは，上記Bel－
hommeよりも詳細に，中世におけるフランス歴代王の王令や勅令を検討し，
要約次のように述べている。‘到
　　rフラソスの諸王は，定期市の創設やそれに付帯した諸種の特権によって，
　国内に商業を奨励Lようと努めた。シャンパーニュ（Champagne）やブリ
　ー（Br1e）の定期市は最も古いもので，既に美貌王フィリヅブ（Ph111pPe－le－
　Be1）の1294年の勅令には，これらの市について引用されている。1349年8
　月6日，ヴァロア朝のフィリップ6世（Phi1ipPe　de　Va1ois）は定期市が
　享受していた諸特権を復活させ，それらの特権は1419年のシャルル7世
　（Charles　YII）の勅令によってリョン（Lyon）の定期市にも広げられた。
　ルイ11世（LouisXI），シヤルル8世，ルイ12世，フランソワ1世（Fran－
　CoisIe「），アンリ2世（HenriII），フランソワ2世およびシャルル9世の下
　で，これら市の享有する特権を是認または拡大し，市の監督者を定め，その権
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　限を定め，彼らに関するあらゆる規則を定めることを目的とした多数のオル
　ドナソスが出された。このオルドナンスの最後のものは1573年8月30日の目
　付けを有する。しかし，そこで取り扱われている諸種の取引やこれらの定期
　市の監督老なら知っていた筈の諸種のクレームを集めてみても，未だどこに
　も『保険』という言葉は出てこない。」
　そして彼は，フランスにおいて初めてr保険」という言葉が現われているの
は，Be1hOmmeの場合と同様に，1556年のルアンの勅令（後述参照）である
と述べている。
　さらに，フランス地申海沿岸の都市マルセイユ　（Marseil1e）の公文書は，
同市議会の議事録において，用船契約の問題，あるいは私掠船や海賊による船
舶や積荷の損害の問題についてはしばしぱ討議されているが，1584年以前に同
市に海上保険が存在していたことを示すものは何もないと述べてい私帽］
　さらにまた，Alain　Bess6は，上記Belhom皿eの論文をふまえながら，
フラソスに海上保険が誕生Lたほぼ正確な時期は16世紀の末葉であると結論し
ているのである。ω
　しかしながら，これらの学説や記録が誤りであることは，木村栄一博士の論
文r7ランスにおける海上保険および海上保険証券の生成」（『大林良一博士退
官記念保険学論集』pp41～74），およひ私がこれまでに発表する機会を得た
研究および発麦引からも明らかである。
　そこで，本稿では，先に発表Lた拙稿rフランス船舶海上保険概史」（r早稲
田商学』第254・255号，PP．161～196）を補足する形で，フラソスにおげる海上
保険の生成およびその後の発展を，18世紀末，即ちナポレオソ（Napo16on）の
第一帝政が始まる前の段階までについて，記述してみたいと思う。
注（ユ）0カー泓，P・17・
（2）T〃漉幽6〃㍑・M∫舳舳召∫一んW囮舳∫刎〃脇・∫・妙㈱肋＄舳肋”・∫勿
　醐71σ砂｛2，T．I，1843，pp．91～93．
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（3〕　Paul　Masson，五’o〃φ〃2∂2∫ω∫〃棚㎜2∫刎απ彬伽oθ＆功6c圭α12刎召閉ま　ε勉11吻〃02　功
　δ〃〃8ε〃3（Bul1etin　du　Comit6des　Trava㎜Historiques　et　Scientifiques，1923）
　pp．207～208．
（4）　λ5s〃拓切刎2〃ω〆ガ刎28〃7coゆ∫＿1〃o1囮刎82“F7囮〃むSαげ”，1957，p．1．
（5）《脇肋〃伽伽舳α刎25伽・肋舳∫2勉F畑脇一五f励w125ω勉肋’∫∂’㈹俳
　”伽s伽XγりまXW色銚‘12∫》（Waseda　Business　Rev1ew・No・3）；「フラソス
　における初期の海上保険契約について」（『保険学雑誌』第479号），同上のタイトル
　の日本保険学会・昭和52年度大会報告；「1400年代および1500年代のフラソス海上
　保険契約」（早稲田大学産業経営研究所研究発表）。
I
　フラソスにおいて，海上保険はいつ頃生まれたのか，あるいはいつ頃どこか
ら伝えられたのか。
　既に1300年代の前半に海上保険が知られていたイタリア諸都市，あるいは少く
とも1400年代の初頭までには海上保険が移入されていたバレソシア（Valence）
やバルセロナ（Barce10ne）などのスペイソ諸都市と絶えず関係を有していた
フランスの地中海沿岸都市が，はじめに述べた通り，海上保険の導入について
1500年代の末葉まで待っていたということは考えられない。当然に，1400年代
の初頭まで絶えず成功裡に海上商業に従事していたマルセイユやモンペリエ
（Montpe1lier）といったフラソスの地中海沿岸都市に海上保険は最初に伝え
られた筈である。あるいはそこで行なわれていた冒険貸借（prεt註1a　grOsse
またはPrεtき1a　grosse　aventure）または海上貸借（Seedarlehen）から，
仮装無利息消費貸借および／または仮装売買（Vente丘CtiVe）という形態を
経て，原始的な形態ではあるけれども，今日見られるような，危険負担を唯一
の目的とし，前もって保険料が支払われる真正な海上保険契約は生まれた筈で
ある。
　事実，既に13世紀から，マルセイユにおいて冒険貸借が行なわれていたこと
は，マルセイユの公証人の記録からも明らかであり，㈲またさらに一歩進んで，
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形式は売買であるが実質は保険であるという，いわゆるr仮装売買」の保険に
関する1379年2月15日の契約書例が現にパリの国立図書館に保存されている。
　さらに，1379年の日付けをもった多数の無利息消費貸借（mutuum　gratis
et　amore）を仮装した保険契約書がマルセイユの古文書館（Ar曲ives　d6par－
tementa1es　des　Bouches－du・Rh6ne）に保存されている。これは，常にまたは
ほとんど常に，次に示すような定型化された様式をもって行なわれていた。＝8〕
《Stephanus．．．．．．dominus　et　patronus．．．．．．recognovit　Petro．．．．．．habui－
sse　causa　veri　mutui　gracie　et　amoris．．．．．、norinos，implicatos　et
conversos　per　eum　in　armamento　et　necessariis　usibus　dicte　ga1ee，
videlicet　ad　fortunam　Dei，usus　maris　et　aquarum　dulcium，pericu－
lum　ignis　et　malarum　gentium，ac　resignum　ipsius　Petri，et　ad
partem　lucri　vel　perdimenti．》
　ところで，木村博士は，マルセイユが仮装売買形式の保険をジェノヴァ
（Gεnes）から知ったと判断しておられるが，一副上記の仮装無利息消費貸借契約
書の形式が，Enrico　Bensaの《Il　contratto　di　assicurazione　nel　medio
evo》（中世における保険契約）に掲げられている1340年のジェノヴァのものと
似ているところから，マルセイユは，仮装売買形式の保険ばかりではなく，無
利息消費貸借を仮装した保険契約についても，ジェノヴァから知ったと一応推
論できる。しかし，これは未解決の間題としておきたい。
注（6）Edouard　Baratier　et　F61ix　Reynaud，朋∫1o伽伽6㎝舳2κ3幽〃〃鋤〃2，T．
　　II，1951，p．885；Andr6－E．Sayous，工ωτ〃〃功2〃8伽〆∫σ雌5＿1二ωα∫∫oδ”κ㎝∫
　　ω刎刎〃伽2∫功1α1召倣召伽伽螂δ〃〃sθ〃2加〃d・勉〃2X〃～棚召，P．470；
　　Jules　Va16ry．Co〃閉ま∫♂α∫醐刎刎2刎〃タ‘伽2肋X∬1ε∫捻o12　（Revue　g6n6rale
　　du　droit，de　la16gislation　et　de　la　jurisprudence）．
　（7）　この契約書の内容については，Baratier　et　Reynaud，必泓，p，885，n．2および
　　木村博士・前掲論文PP．43～μ参照。
　（8〕　SayOus，0ヵ一α吃，pp．479～480．
　（9）　0久6友，P．44．
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II
　】I－1．14世紀末から15世紀初頭にかげて，マルセイユは，緊張する国際関係
の中で幾多の戦争の巻き添えを食い，特に，アンジュ公ルイ2世によるナポリ
王国への派兵によって疲弊した。1407年には，護送船団が荒天によって破壊さ
れ，その多くの船舶を所有していたマルセイユ人が大損害を蒙るという事件が
起きた。
　このように，マルセイユの15世紀初頭は非常に不幸であったが，1423年のア
ラゴン人の襲撃はこの不幸に追い打ちをかけた。この襲撃を受けたマルセイユ
の街は決定的に廃虚と化したのである。その結果，それまでマルセイユの貿易
敢引を支配していた商人たちが滅び，新たに同地に移住したジェノヴァ人たち
が，同地の商業に重要な地位を占めた。
　そして，当時既に海上保険の制度が広く利用されていたこのジェノヴァから
移住したジェノヴァの商人が，マルセイユに初めて海上保険というものを伝え
たと思われ乱すなわち・フラ1■スで現在知られる最古の真正海上保険契約は，
1426年のマルセイユのもの（複数）であるが，その保険契約における保険老は
Raphaε1Castagne，Barth．de　Marinis，Martin　Domestさgue　といったジ
ェノヴァ人の商人であったこと，ωその後の初期のマルセイユの海上保険契約
を見ても，独占的にではないにしても，ジェノヴァ人保険者が圧倒的に多いこ
と，初期の保険証券がフィレソツェ（F1orence）やピサ（Pise）において見ら
れるようなイタリア語のものではなく，ジェノヴァで行なわれていたようなラ
テン語のものであること，ω契約内容や約款が他の地のものと比べて極めて少
ないこと，胸さらには，マルセイユにおける海上保険契約はジェノヴァにおけ
ると同様に，㈲公証人によって作成されていること，などから，フランスにお
いては，海上保険契約は，15世紀の初頭に，ジェノヴァ人からマルセイユに伝え
られたと推論できる。
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　また，マルセイユの古文書館には，1427年2月17日の保険契約書が保存され
ている。これはマルセイユ市のために運送される小麦の積荷に関する2000フ1コ
リンの保険契約幽に関するものであるが，この契約においても，Raphaさl
Castanee，Ju1ianus　de　Remezano，㈲Raphaε1Carregaというジェノヴァ出
身の商人が登場している。
　なお，この保険契約書は，フラソス海上保険史研究において非常に重要な意
味をもつ。なぜならば，フラ：■ス海上保険史に関するフラソスおよびわカ掴の
これまでの研究では，フランス人が保険者として登場してくるのは16世紀に近
くなってからであると考えられていた。困ところが，この，フランスで現在知
られる最も初期の海上保険契約において，上記三人のジェノヴァ出身の商人の
他に，Jean　Forbin，Gabrie1Vassa1h，Raymond　Blancardという名門のフ
ランス人が保険者として登場しているからである。ω
；主（1◎　Baratier　et　Reynaud，oカ．δ友，P．886，n．1一
　σ］）　F1orence　Elder　de　Roover，五〃り伽α〃μωψ刎”ヅ初2｛閉醐伽伽2（the　Journal
　　of　Economic　History，voL　V，No－2．1945）P．188；木村博士・前掲論文P．46；
　　同・「ロイズ海上保険証券の系譜」pp－133～134．
　⑫　Baratier　et　Reynaud，必〃一，p．885，n．3．
　⑫　Roover，必｛五，p．187．
　⑭　この2000フロリソは，　マルセイユ市民の食用に供するための小麦を購入するため
　　に，Raphaε1Castagneが，マルセイユ市に前貸Lしたものである。Raphaε1Casta－
　　gne（Catagneとも言う）は，マルセイユにおいてひと旗上げようと，ジェノヴァか
　　らやって来た人物であるが，マルセイユの市民権を得ようとはしなかった。彼は後
　　に，（海上）商業における多数の争いを仲裁している。
　⑮彼は，ジェノヴァからマルセイユに移住して帰化したRemesan家の一員でフラ
　　ソス名Julien　de　Remesanと同一人ではないかと恩う。
　⑯　Masson，oψ・畝，P・211；木村博士・前掲論文P・55・
　⑰　Baratier　et　Reynaud，タ”んP・886，n・1・なお，このフラソス人保1険者の一人
　　JeanForbinは，兄BertrandForbinと共に，マルセイユ最大の名家Forbin家
　　を築いた人物で，1425年，1431年および1μ3年の3回にわたって，マルセィユ総督
　　を務めた。父親のGui1laumeForbinはAixでなめL皮商を営んでいた商人で
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　　ある。
　工［一2．1426年と1427年の二年間におげる海上保険契約に関する記録はかなり
たくさん現存しているが，胸その契約の形式および内容までもわれわれが知る
ことのできるものはそれほど多くはない。その少ない資料の中で最古のものは，
やはりマルセイユの古文書館に保存されている1427年11月26日の保険証券であ
私しかも，これは当時の典型的な海上保険契約様式をわれわれに示してくれ
る貴重なものであるから，ω以下にこれを記して紹介しよう。㈱
《Anno　incamationis　Donlini　M℃CCCXXVII，die　mercuri　XXVI
mensis　no▽embris．．．．．．notum　sit　etc、．．．．．quod，cum　nobi1es　Jac．
Guassini　et　Petrus　de　Scalis，consocii　oneraverint　in　et　super
barchia　Hugonis　de　Naepo1i　de　Berra，50barri11as　plenas　piscibus
dictis　malstanh，va1entes200五．，pro　portando　eas　de　portu　presenti
ad　civitatem　Avennionis，ecce　quod　nmc　honorabi1is　vir　Raphae1
Gastanhie　mercator，civis　civitatis　Massilie（d’origine　g6noise），pro
se　et　suis，assecuravit100丑．in　et　super　dictis50barri1is　vehendis
per　mare　cum　dicta　barchia．．．．．．resiguo　et　fortma　ipsius　assecura－
torri　vide1icet　ignis，maris，cursariorum，et　malarum　gentium，
assecuramento　et　pro　eodem　habuit　H．4de　rege，quod　habuit
numeratione　continua　hoc　de　pacto　quod　casu　quo　sinistrum
deveniat　de　mercantiis　jamdictis，quod　absit，eo　casu　juxta　modum
assecuramentorum　dictos100n．solvere　teneat．．．．．．》
「キリスト降誕1427年11月26目水曜日において……次のことを表明する。
貴族Jacques　GuassiniおよびPierre　de　Sca1isは共同して，ここの港
からアヴィニョン市に行くべくHugo　de　Neapo1i　de　Berreの船に積ま
れた200フロリンの価値を有するma1stanhという魚の50樽に関し，マル
セイユ市の市民，商人のRaphael　Gastanhieに対し，彼および彼の親族
のために，上記船で海上運送される50樽について，100フロリンを保険し
た。
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　　　……本保険の危険は，火災の，海の，海賊の，および船員の非行の危険
　　であり，これに対して現金で47ロリンを受取った．．．．．．。上記商人につい
　　て事故が発生したときは，行方不明の場合においても，保険の内容に従っ
　　て上記100フロリンを支払うことを約束する。……」
注⑱　Baratier　et　Reynaud，oク、〃．，P．886，皿、Z
　⑲　Baratier　et　Reynaud，泌｛〃，p．885，n．3．
　⑳　この保険証券については．木村博士・前掲論文pp．μ～45；同・「ロイズ海上保
　　険証券の系譜」PP－131～133でも詳細に解説しておられるので，邦訳についても，
　　同博士のものに依らせていただいた。
　n－3．上記のもの以外に，現在知られる1400年代のマルセイユの貨物海上保
険契約に関する記録は，Pau1MassOnが1921年にパリの，また1922年にマル
セイユの学会で発表した《L’origine　des　assurances　maritimes，s庚ciale－
ment　en　France　et主Marsei1le》において公げにしたものが二つある。そ
の一つは，Sainte・Marie号積みのワインの積荷に関する海上保険契約の存在
を証明する1438年3月29日の契約書であり，他の一つは，Salvage　Sa1vagii
なるジェノヴァの貴族に対して，マルセイユからジェノヴァに運送される麦の
積荷を付保する代理権を与えている同じく1438年の12月18日の記録凶である。
この二つの記録で注意すべき点は，既に述べた1427年2月17目の保険契約にお
いて保1険者としての役割を果していたJean　Forbinが，この1438年12月18日
の記録では被保険者として登場していること，また前者の同年3月29日の記録
においては，Jeanの兄のBertrand　Forbinが登場していること，さらに，
どちらの記録でも，保険契約はジェノヴァで締結されていること，である。な
お，1438年3月29日の契約書に出てくるSainte・Marie号はもともとForbin
家の持ち船であったが，1435年8月に売却されたのであ孔
　さらにもう一つ，マルセイユからアルジェロ（Alghero）まで運送される60
フロリンの価額の4梱包のさんごについて3フロリソ3グ肩スの保険料をもっ
て締結された1434年7月23日の保険契約に関する記録㈲があり，この契約にお
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いてもJean　Forbinが登場しているが，彼が保険者として行動しているのか
被保険老として行動しているのか明らかでない。
注⑳　これについては，既に木村博士が前掲論文において紹介しておられる。
　⑳　Baratier　et　Reynaud，o力。δム，p．886，n．3．
　lI－4　また，1400年代の船舶保険契約の存在を示す記録とLては，Barat1er
et　Reynaudが公けにLている1471年5月21日の記録閤と，Massonが発表し
たSainte－Marie号の船舶保険契約の存在を証明する1496年の記録ωがある。
注⑳　Baratier　et　Reymud，oψ．泓，P．886，n．4．
　㈱　Masson，o少泓，PP．211～212．なお，詳細は拙稿「フラソスにおげる初期の海上
　　保険契約について」（『保険学雑誌』第479号）参照。
　II－5．その後のフランス海上保険史において，マルセイユが登場してくるの
は，ほぽ一世紀後の，かの有名な1584年10月の聖イラリー号（St．I1ary）に関
する保険証券においてである。この保険証券の現物は，マルセイユの商工会議
所（Chambre　de　Commerce　et　d’Industrie　de　Marseil1e）に保存されてい
るが，この保険証券が今日のロイズ保険証券の源流となった1523年（およびそ
の原型とたった1397年7月10日）のフィレンツェ証券に倣ったものであるとい
うことについては，木村栄一博士のこれまでの多数のご研究㈲によって，わが
国でも十分に知られているが，後のマルセイユの海上保険証券にも大きな影響
を与えているので，ここでは留学中に，マルセイユ商工会議所のarchivisteで
あるM．Courduri6氏のご好意によって入手できた同保険証券（1面および
2面）のコピーとその活字文を掲げておく。
　（活字文）（つづり等に多くの誤りがあるが，原文のまま掲げる。）
　　　　　　　　　　　　《一JHESUS　MARIA－
　Au　nom　de　Dieu　et　de　la　Vierge　Maryne　que　conduyze1e　tout　a　bon
salvement≒一Se　fait　assurer　Sr－Gui11aume　Puech，pour　son　conpte　propre，
d’antr6e，tant　sulement　d’ici　de　Marce岨e丘ns　en　Trippo1ly　de　Surye，
sus1e　veseau　nomm6St　Ilary，patron　Jehan　Vigui6，hou　aultre　que
sera，　Prenent　les　soubssign6s　asseureurs　1es　risques，　Peryl　de　la
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I141
601
マルセイユ商工会議所蔵）（1584年10月のSt．Ilary号保＝険証券第1面
l142
161
（第　2面）
pr6sente　surt6，1aquele　comansera　du　jour　et　heure　que　les　marchandi－
ses　seront6t6s　charg6es　sus　dit　veseau，jusques　a　tant　que　soit　arryv6
audit　Trippolly，e　la，touttes　les　marchandises　descharg6es　en　terre註
bon　salvement，alors　s’entendra　estre　fyni1es　risques，p6ryl　de1a
prezente　sur［6．
　Et，en　cas　de　desgrace，que　Dieu　ne　veulhie，1edit　Puech　ne　sera
teneu　mOntrer　aultres　escriptures　que1es　polyces　de　chargement，　et
ainssin　sont　d，acort　pour　pache　exprさs．
　Et　pleusマeu1t1e　dit　Puech　que　tous　seux　de1a　pr6sente　seurt6pre－
nd工・ont　et　soustiendront　et　paseront　tous1es皿esmes　risques，P6ryl　et
fortune　que　s’est　pass6，tant　divin　que　humain，d，amys　que　ememys，
cogitte，incogitte，tanssion　de　segnorye，tant　ecleziastiques　que　tanpo・
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re1es，reprezalhies，marque　contremarque，juste　hou　verement　injuste，
de1〕ande，contrebande，de　feu，de　vent，jet　de　mer，naviguant註destre
et　senestre，durant　ledit　voiage，et　de　touttes　aultres　p6ryls，risques　et
fortemes　que1e　dit　surnomm6passer　po耐oit　ina1ement，se　metant
au　propre　lieu　et　place　de　ce1uy，comme　cy　assur6ne　feuce，e　que　ne
puyce　dire　ny　a　treuver　canilation　au1cune，　au　contrayre．
　　Et　p1eus　veult1e　dit　Puech　que，en　cas　de　sinis位e　ou　perte，que
Dieu　ne　veulhie，que　le　dit　patron　aie　autoritt6de　rachepter，recower
et　despandre　et　s’antremetre　et　acorder　et　faire　aultant　que　a1uy
semb1era凹ur　le　recovrement　des　marchand1ses　de　d1ttes，sans11sance
des　assereurs　aulx　que1en　tel　cas　ren肚a　bon　compte　de　tout．
　　Et　pleus　Yeu1t　le　dit　Puech　que，en　cas　de　sinistre　ou　perte，que
Dieu　neマeu1hie，que　les　assureurs　ayentきpoyer　p01■r　chescun　d’eu1x
les　soumes　aseur6es　tout　ou　partye　troix　mois　aprさs　entendue　la
nove11e　asur6e　de1a　perte　dudit　veseau，que　Dyeu　ne　veulhie，les　ass－
eureurs　seront　teneux　premiさrement，de　poyer　et　puys　p1ayder　se　bon
1eur　se血ble，et，au　dit　cas，1e　dit　sieur　Guillaume　Puech　sera　tenu　de
bailher　une㎞ne　et　so危ante　caution，que　prometra　de　rendre　et　resti－
ttuer註chescm　d’eux1es　soumes　que　pour　heu1x　seront　est6s　desbour－
c6es，aYecque1e　bene丘ce　de　tant　pour　cent，come1es　juges　des
marchans　en　jugeront　en　cas　que1es　heuce　mal　receu，dont　pom　ce
fait1es　soussign6s　asereurs　a岨ont　de　terme　dix　vhuyt　moixきprover
se　queきheu1x　plera．
　　Et　pour　estre　vray　le　conteneu　de　la　pr6sente　surt6，1es　soubzign6s
asureurs　se　hob1igent　leurs　persones　et　biens　meubles　et　inmeubles，
pr6sentz　et　advenyr，en　touttes　Cou工s　expr6c6ment，et　mmさment　en
1a　Court　de　Messrs　Ies　Juges　de　marchans　de　Marce1he．
　　Et　pleus　veult　et　declaire1e　dit　Sr．Puech，et　ainsin　sont　d’acort
avecque1es　soubz6s　aseureurs，que　la　pr6sente　escripte　de　surt6　aye
aultant　de　force　et　viguer　come　si　feuce　faite　de　notayre　roya1
autantique；a　la卯elheur　forme　et　manyさre　que　fayre　hou　dire　ce
puyce，avecq1ユes　touttes1es　cauteles　et　cla1二izu1es　pue　apar［iennent　aux
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surett6s，え1a　charge　toutes　foix　que　e1es　seront　autoriz6es，　tacxc6es
et　sign6es　par］〉［essrs　les　Depputt6s．Et　Dieu1e　face　salve．A蛆en．
　Nous，Augier　Riquety　et　Doumergue　Andr6，depputt6s　sur1a　taxation
des　assurt6s，avons　tax6et　mod6r61a　pr6sente　surtt6，suyvant　la　tenur
de　la　susditte　escripte　d’antr6e　d’yey　en　Tripouly　de　Surye，註　reison
de　cinq　pour㏄nt．FaitきMarselhe，ce　XVe　octobre1584．
　　（∫な％）A．RIQUETY，Depputt6．DOUMERGUE　Andr6，d6pputt6，
100．　Je，Marc　de　Roddes，asseure，en1a　forme　et　maniさre　contenue
　　　en1a　susdite　seuret6，Pour　cent　escut　so1，et　ay　heu　per工non　risc
　　　cinq　escut　par　mains　de　Marquiot　Gapa11on．Ce　XXe　octobre1584．
　　　Et　Dieu　la　salve、
ユOO．　Je，Roubert　Begue，asseure，きla　forme　et　maniさre　que　dessus，
　　　pour1a　somme　de　cent　escus　sol，et　pour　mon　risc　ay　receu　par
　　　les　mains　de　Me1chior　Gapai1hon　cinq　escus　de　mesme　va11eur．
　　　A　Marse1he，1e　XXe　octobre1584．Dieu1a　sa1ve．
50．Io．Pompeo　Pescioni，assieuro，ne1modo　e　forma　in　qua1conte－
　　　nuto，per1a　somma　di　cinquanta　scuti　di　so1e，et　per　mio　risic0
　　　ho　ricevuto，per　man　de1detto　Capag1ione，due　scuti　et㎜ezo
　　　simili．A　Marsiglia，giomo　di200ctθ1584．E　Dio　la　facei　sa1va．》
注鶴　木村博士・前掲論文pp・56～69；同・「資料・1584年マルセイユ海上保1険証券」
　　（『保険挙雑誌』第422号）；同・「ロイズ海上保険証券の系譜」（『一橋大学研究年報・
　　商学研究』第18号）。
III
　皿一1．15世紀末のアメリカ大陸の発見と東インド航路の開拓は，海上保険の
中心市場を地中海から大西洋岸に移行せしめた。
　しかし，海上保険そのものは，既にブルージュ　（Bruges）を中心とするフ
ラソドル地方（1es　Flandres）やアントワープ（Anvers）その他において利
用されていた。
　De　Fr6vi1leは，11世紀以降地中海に存在していた海上保険がいかなる時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11萄
　164
に大西洋岸に伝えられたか不明であり，かつそれを正確に知ることは決してで
きないと述べている。㈲彼は，どのような根拠をもって，海上保険が11世紀以
降地中海に存在していたと述べているのか分らないが，それは兎も角として，
犬西洋岸に海上保険が生成された，あるいは移入された正確な時期は不明であ
る。
　1300年代初頭に，ブルージュを中心とするフランドル地方で海上保険が利用
されていたとする説，あるいは1310年にブルージュに保険取引所（Chambre
d’assurances）が設立されたという年代記作家の説は，今日では否定されてい
る。しかし，当時のブルージュの繁栄，国際貿易に占める地位，イタリア諸都
市との関係等を考えるならば，遅くとも15世紀の前半には，確実にそこにおい
て保険は行なわれていたと思われる。
　そこで，このブルージュを中心とするフラソドル地方が，北フランスに初め
て海上保険というものを伝えたであろう，従って，フラソドル地方が少くとも
初期の時代（1400年代）に北フランスヘの海上保険の導入に幾分かの役割を果
したであろうということは否定できない。
　実際，ブルゴーニュ公フィリップ（Phi1ipPe，ducde　Bourgogne）の1458
年2月5日のオルドナソスの前文には，非常に簡単ながらr保険」について述
べているが，㈱このオルドナンスはブルージュにおいて下されたものである。㈱
　De　Fr6vi11eも，15世紀初頭からディェップ（DiepPe）に代って徐々に発達
し16世紀には北フランスの商業および金融の中心地となったルアン（Rouen）
にも，15世紀の戦争中に，このフランドル地方から海上保険は伝えられたと考
えているようである。㈲
注㈲De　Fr6ville，〃伽o加㎝〃θω刎榊κ2刎〃伽刎召肋Ro刎肋，1857，P．348、
　㈲　Louis　Pouget，Dたκo〃〃〃〃6召8ω醐〃肌召3ま〃〃∫〃㈹1855，p．20，n．3．
　鯛　Emile　Coornaert，Zε5F刎勉gαゐ功12ω〃z〃oθκ2伽勿7伽κo伽1δノ［〃〃27∫，　1961，
　Tome　II，p．235．
　鶴　　1あ5払，p．348．
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　皿｛．しかし，ルアンは，16世紀の半ば頃には，スペイ：■からの移民の影響
の下に，海上保険の中心地となり，削1567年には，このルアンは，ブルージュ
に代って商業の一大中心地となったア：■トワープのスベイン人のための海上保
険取引の中心地となっている。帥
　また，後記する通り，このルァソで編纂されたかのGuidon　de　la　merの
作者がスペイン人であったこと，さらに，De　Fr6vi1leの言うように，ルァ：■
等の北7ランスに海上保険が導入された時期がはっきりしないのは，Guidon
dela㎜er第1章第2条にも定める通り，ア：■トワープにおげると同様に，
この地における初期の海上保険契約が書面によらず口頭（または信用）によ
ってなされていたことにもよるのであるが，マルセイユや後にみるポルドー
（Bordeaux）では，こういった1コ頭による契約や私署証書による契約が見られ
ないことなどから，ルアンの海上保険の実際⑫発達に貢献したのは，マルセイ
ユやボルドーの場合とは異なり，スベイン人であったと考えることができる。
；主e◎　Miche1Mo11at，　工2　co刎〃〃κ召　〃く〃カ刎2　〃oκ仰”〃δ1α　力〃　∂〃　〃ρツ醐　∂8召，
　　1952，p．393．
　帥　Coomaert，o少δた，Tome　I，p．225．
　皿一3．7ラソス海上保険史においてしばしば間題となるのは，既述の通り，
2，3の学者によってフランス海上保険の噴矢と考えられているルアン市の商
業取引所の設立に関する1556年7月20日の勅令であ乱
　同勅令は次の通り述べている。
　　《Et　comme　ainsi　so血mes　advertiz　que　le　tra揃cq　des　asseurances
　　est　puis　naguさres　en　Ca　mis駆andement　en　avant　par　les　marcha－
　　nds　dudict　Rouen，n6goce　fort　honorab1e　et　qui　d6core　et　anob1it
　　grandement　le　tra伍cq　et　commerce　d’1ce11e　vエlle，et　que　pour　fa1re
　　1es　polices　d’ice1les　asseurances　et　depPendances　qui　s’y　o丘rent・・・…
　　nous　avons　permis　et　permettons　auxdicts　marchands　fr6quentans
　　ladicte　place　pr6sens　et　advenir　de　se　pouvoiヱassembler　toutes　les
　　・fois　que　besoing　sera，cr6er　et　es1ire主　1a　p1ura1it6　des　voix　des
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　eslisans　m　marchand　d’entre　eux，te1qu’ils　ve耐ont　que　bien　soit，
　personne　ide1le，experte　et　cognoissant　ledict　traf丘cq　d，asseurances，
　lequel　fera　et　accordera　et　fera　signer　par　les　asseureurs　toutes　et
　chacunes1es　po1ices　d’asseurances　qui　s’y　feront　dor6navant　en
　ladicte　place，∀ille　et　ban1ieue　de　Rouen，tout　le　temps　qu’i1plaira
　auxdicts　marchands，et　dressera　le　compte　des　grosses　aYaries，
　qu・乎di1・ad・iend・ont，P・rti…pP・16e・；・t…apo・・…p・in・・et
　Yacations　desdicts　a妊aires　d’asseurances，ce　qui　leur　sera　ordonn6
　par　iceux　marchands．Et　sera　tenu　et　subject　de　tenir　bon　et　way
　registre　d’icelles　asseurances，auquel　registre　et　aux　cOppies　Ou
　extraicts　d’ice1ui　et　autres　actes　du　fait　d’icelles　asseurances　par
　lui　sign6es，　voulons　et　ordonnons　foy　estre　adjoust6e　devant　tous
　juges　et　autres　qu’i1appartiendra；et　sanミque　nulle　autre　persOnne
　ou　persomes　se　puissent　immiscuer　ausdicts　a伍aires　d’asseurances
　et　depPendances，s’il　n，est　premief　et　avant　cr6e，esleu，receu　et
　adエnis註ce　faire，par　lesdicts　prieur　et　cOnsulz　et　Pa「　iceux　dicts
　marchands。》
　「そして，保険取引は非常に名誉あることであり，当地の敢引や商業を大
　いに飾り，高尚なものとするとして，この取引は，つい最近，前記ルアソ
　市の商人たちによって大いに取り上げられ，かつ，これら保険証券および
　その関連書類を作成するようにわれわれは報告されているので，……われ
　われは，当地において現在商売をしまたは将来商売をする前記の商人に対
　し，必要な時は皆で集まり，選挙人の多数決で，商人の中から，誠実な人
　格を有し，専門家であって，前記の保険取引に精通している人物であると
　彼らの考える一人を選挙することを認めたし，これからも認めるものであ
　る。この選挙された人物は，前記商人たちにとって必要なすべての時に，
　当地すなわちルアソ市およびその郊外において今後作成されるすべての保
　険証券を作成し，認可し，他の保険者に署名させ，かつ，商人が訴訟当事
　者として召喚された時には，共同海損の精算書を作成する。そLて，彼は
1148
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　　この保険敢引について彼の行なった仕事およびその仕事に割いた時間に対
　　Lて，前記商人たちの決めるものを受取る．。そして，彼はこの保険の帳簿
　　の原本を常に保持しなげればならない。われわれは，すべての判事および
　　その他の関係者の前で，彼の保持するこの帳簿およびその写しまたはその
　　抜奉，並びに彼の署名したこの保険に関する他の証書の真正であることが
　　保証されることを欲し，かつ，命令する。そLて行政長官および執政官並
　　びに前記商人たちによって選挙され，この仕事を行なうことを認められな
　　ければ，他の何人も，この保険取引およびその関連取引に係ることはでき
　　ない。」
　確かに，この勅令には，上記の通り，r……この取引は，つい最近，ルアソ
市の商人たちによって大いに取上げられ……」と記されているところから，こ
の保険がルアンに生まれたあるいは伝えられた時期は決して古くないというこ
とが分る。しかし，これをもってフラソス海上保険の嗜矢とすることが誤りで
あることは，これまでに述べて来たところからも明白である。
　序でながら，リョン（Lyon）の商業取引所に倣ったトゥルーズ（Tou1ouse）
の商業取引所の設立について定めた1549年12月23目の勅令にも，上記ルアンの
勅令と同様に，保険に関する商人の権利を定めているし，また，1560年代のバ
リ，オルレアン（Or16ans），トロワ（Troyes）たどのフランス北部の諸都市
の商業に関する勅令を見ても，ルアン以外の都市において，保険が為替，金融，
運送などと共に，既にその頃，すなわち16世紀の中頃に，確立された商業とし
て定着しつつあったことが分る。
　皿一4．このルアンに現在残っている最古の海上保険契約に係る記録は，同地
のSeine－Inf6rieureの古文書館に保存されている1525年2月25目の契約書（恐
らく用船契約書）である。これによれば，船舶の価額について船主と協定した
後で，用船者が数隻の船舶について支払う保険料に関する規定を設けている。
しかし，これ以外には，保険契約の詳細は分っていない。働
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　また，1567年に，アントワープに住む三人のジェノヴァ人が，ナルヴァ
（Narva）に向う船舶について，ルァンとスペインにおいて同時に保険契約を
締結したという記録鯛がある。
注鉤Mollat，oψ．泓，レ392，
　鉤　Coomaert，功．〃た。To㎜e　II，p．240，n－2．
　皿一5．このルアン市において想起すべき最も重要なものは，何といっても
Guidon　de1a　merであろ㌔
　この海事法規集の内容や後世に及ぼした影響などについては，ここであらた
めて述べるまでもない。
　Cleiracがその著《Les　us　et　coutumes　de1a　mer》にこれを収録して世
に出してから，このGuidon　de　la　merの名は広く巷間に流布Lた。
　この作成の時期や場所，あるいは作者については不明の点が多いが，作成場
所については，現在，ルアソ市であろうという点で学説は一致している。
　また，作成時期については，Pardessusを始めとする多くの学者が1556年と
1584年の間と推論Lている。その理由は，前記1556年7月20目の勅令において，
それまでの王令や勅令では見られなかったprieurやcOnsu1sという役職（い
わゆるJuges－COnsuls）について定め，彼らの保険に関する訴訟の裁判権に
っいて定めているからであり，また1584年の勅令第2条によって，これらの保
険に関する訴訟は海事裁判所に移管されることになったが，Guidonde1amer
がこのprieurやcOnsu1sについては言及しながらも，1584年以降の海事裁
判所については何もふれていないから，というにある。闘
　しかし，この時期はさらに縮めて考えることができる。すなわち，前記1556
年の勅令で初めて設けられたJuges－COnsulsの裁判権については，遅くとも
1565年までには異議が唱えられており，一方，この1556年の勅令は1563年のノ
ルマソティーの高等法院（バルルマン）に登録されて初めてその効力を生じた
からである。的確かに，以下の写真（パリ国立図書館蔵）を見ても分る通り，
　l　i50
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1556年の勅令は1563年7月20日にルアンの高等法院において登録されている。
　そこで，このGuidonde1amerの作成時期は，一層正確には，1563年7
月20目から1565年までの間と考えることができる。
注㈱　しかし，GuidOI1が作成されたのは1584年以前であるという推論に対しては，海
　　事訴訟ば1584年以降もこの海事裁判所では審理されず，　ノルマソディーにおいては
　　依然としてJuges・COnsulsが行なっており，このJuges－Co回sulsの裁判権が完全
　　に消滅したのは1681年の0rdomance　de1a　marine以後であるから，Guidonの
　　作成時期を必らずしも1584年以前と断定することはできないという反論が可能であ
　　る。
　鯛　De　Fr6vi11e，oヵ一6左，p．347．
　IlH．Guidon　de1a　merの作者は，スペイン人であり，かつルアン市の最
初の9re茄erdes　polices　d’assurances㈱であつたアントワーヌ・マシアス
（Antoine　Massias）であると考えられている。帥
　しかし，すべてが彼個人の作品とは考えられない。すなわち，シャルル7世
による1454年のrモ：■ティル・レ・トゥールの勅令」（Ordomance　de　Monti1s－
1es－TOurs）以来，就中16世紀に入ってから，組織的，精力的に行なわれた憤
習法編纂事業の一環として，このマシアスが中心となって，ノルマンディー地
方の憤習法を編纂成文化したものと思われる。
注鯛　この9re伍er　des　polices　d’assurancesの職務については，Guidonに規定され
　　ている。さらに，B・一M・Emerigon，丁刎漉伽α舳閉㈱5θま幽∫oo励励∫δ1α
　　紗o棚，1783，Tome　I，p・28et　suiv・参照。
　eカ　Mo11at，0か6；友，p．393．
　皿一7．この1565年頃作成されたGuidon　de1a　merは，既述の通りCleirac
がその著書にこれを収録して，1647年と1661年にボルドーで，また1671年にル
ァンで刊行してから有名になったのであるが，このCleiracのGuidonの収
録部分の最後には，rギドンによる保険証券のひな形」（Formulaire　de　la
po1ice　d’assurance　suivant1e　Guidon）として，以下に示すような一つの保
険証券が載っている。
　1152
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　　　　　　　1「o届皿σ工41亙週　6θ　1α　1Po1北θ　6，α8∫θ〃7α〃6θ　∫〃タ砂α〃ま　1θ　（；〃66o〃
　　ム〃o〃柵Do亙〃1，〃洲．Nous1es　asseureurs　ci－dessous　nommez
connoissons　et　confessons　avoir　pris　et　prenons註nos　risques，　Peri1s
et　fortmes，1es　sommes　de　livres　toumois　que　chacun　de　nous　cy－
dessous　aura　escrit　et　sign6de　nos　propres　mains，1eque1dit　risque
prenons　de　vous　Jacques　Cocquart，marchand　demeurant註Rouen，pour
et　au　nom　de　Jean　Colomb，demeurant　en1a　vi11e　de　Bourdeaux，s㎜＝
1e　b1ed　froment　de　que1que　sorte　qu’i1soit　charg6ou主charger　devant
Rouen，et　dans1e　port　et　Havre　de　Grace，par　vous　1edit　Jacques
Cocquart　ou　autre　pour1edit　Colomb主1uy　apPartenant，ou　qu’apParte－
nir　puisse，de　que1que　estat，qualit6，nation　ou　condition　qu’il　soit，dans
deux　navires，que　Dieu　sauve，qui　ensuivent，le　premier　nomm6
1’亙功〃o〃，du　port　de　quarante　tomeaux　ou　environ，duque1est　maistre
apr6s　Dieu　Richard　Manissier，demeurantきFescamp；et　le　deuxieme
nomm61αろo舳θんα〃肋〃，du　port　de　quarante　tomeaux　ou　environ，
duquel　est　ma1stre　apr6s　D1eu　Jean　Bachala1ct，demeurant　aud1t　Hawe
de　Grace：1eque1dit　risque　courons　et　avons　pris1d6s　ledit　jour　et　heure
que　ledit　b1ed　froment　fut　ou　sera　charg6dans　lesdits　navires，courons
mesme1esdits　risques　sur1es　heus　de　Jean　Sauss6qui　portera　partie
dudit　bled　froment　de　cette　ville　de　Rouen　audit　Havre　de　Grace，主
bord　dudit　navire　de　Jean　Bachalaict，et　aussi　d6s　qu’iceuxdits　navires
partirent　ou　partiront，ou　qu’ils丘rent　ou　feront　voile　de　devant　le　quay
de　cette　vi1le　de　Rouen，et　de　devant1e　port　dudit　Havre　de　Grace，
jusques註ce　qu’ils　soient　arrivez　et　venusきsau∀ement　de∀ant　la
ville　de　Bourdeaux，et　audit　lieu　ledit　b1ed　froment　descharg6et　des－
cendu　en　tene，et1’avoir　mis　au　pouvOir　dudit　Jean　Co1omb，ou　de
ce1uy　ou　ceux　qui　amont　charge　ou　commission　de　recevoir，Parce　que
nous　ses　asseureurs　ne　seront　tenus乞1’echaufeture　et　pourriture　des－
dits　b1eds　et　fromens：pendant　lequel　voyage　nous　avons　pris1edit
risque　et　avanture　totalement註nos　peri1s　et　fortunes，　tant　de　peri1
de　mer，de　feu，de　vent，amis　ou　ennemis，ou　de　que1que　prise，d’arrest
de　roy　ou　de　prince，　ou　de　quelque　autre　seigneur，　de　lettres　de
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marque，contremarque，baraterie　de　patrons・o～ma曲iers，et　generale－
ment　de　tous　autres　inconveniens　pensez　Ou↓一nOn　Pensez，qui　POu「「oient
avenir　ausdites　marchandises　ou　portion　d’ice11es．Nousdits　asseuエーeurs
nous　mettons　en　vostre　p1ace　et　lieu，Polユr　vous．sauver　et　garder　de
tous　dommages　et　pertes　de　quelque　maniere　que　ce　soit，et　domons
cong6audit　maistre　ou　maistres，mener　et　conduire　sondit　navire　ou
naマires　et　marchandises，eI1trer　et　sortir6s　ports　et　hawes　forc6ment
et　vo1ontairement，jusquesきestre　arriv6s　audit　lieu　de　Bourdeaux，
co㎜me　dessus　est　dit．Mesme，si1e　cas　avenoit　que　devant　ou　apr6s
1es　marchandises　charg6es　dans1esdits　navire　ou　navires　ne　puissent
faireユedit　voyage，sommes　contens　et　acordons　que　lesdites　marchan－
dises　soient　recharg6es　en　un　autre　ou　p1usieurs　navires　sans　nous
demander　nu1cong6，auquel　navire　ou　navires　courons1esdits　risques
ainsi　qu’au　premier　navire：nous　ob1igeant　et　promettant　chacun　de
nous，que　si　autre　chose　que　bien　avenoit　desdites　marchandises　ou
portion　d’ice11es（que　Dieu　ne　veui11e！）durant1edit　voyage，de　payer
主vous1edit　Jacques　Cocquart，Pour　et　au　nom　de　Jean　Co1omb，ouら
qui　pour　vous　sera，1es　sommes　toumois　que　chacun　de　nous　cy－dessous
au工a　escrit　Ou　sign6en　cette　presente　pOlice　d’asseurance　dedans　deux
㎜ois　prochain，apr6s　la　verit6comue，ou　le　dommage　qui　pourroit
estre　chacun　au　sol　la　livre，　vous　donnant　pouvoir　き　vous，　Jacques
Cocquart　audit　nom　que　dessus，ou≧autre　pol工r　vous，en　cas　que
fortme　avieme，de　mettre　ou　faire　mettre1a　main　pour　la　recuperation
desd1tes　marchand1ses，tant　en　nostre　proit　qu’en　nostre　dommage，
1es　pourrez　ven血e　et　distribuer　si　besoin　est，sans　nous　demander
PermissiOn　ny　cOn96，et　payerOns　tOus　frais　avancez　et　despensez　qui
se　feront，desquel1es　avances　et　despens　serez　cru註vostre　simp1e
serment，ou　de　ce1uy　ou　ceux　qui　les　auront　faits　et　payez，sans　estre
tenuきfaire　autre　preuve　ny　certiication：accordant　de　par　nous　de
vous　pouマoir　faire　asseurer　tant　du　principa1que　des　autres　frais　et
4espe皿s　qui　se　feront，　avec　rargent　qui　vous　couste　註　vous　faire
asseurer．Pour1esque11es　choses　ainsi　garder，accomplir　et脾yer，
　1154
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ob1igeons　tous　nos　biens，meubles　et　heritages　presens　et　aマenir．Si
donnons　pouマoir　et　puissance註toute　justice　que1conque，　tant　de　ce
royaume　que　des　autres　parts，qu’ils　nous　fassent　garder　et　accomplir
le　contem　de　cette　presente　police，1aque1le　nous　maintenons　d’aussi
grande　force　et　va1eur　comme1a　pourront　trouver　en　que1que　au位e
police　que　ce　soit，comme　si　ene　estoit　faite　et　pass6e　devant　notaire
et　tabeIlion　public．Fait　audit　Rouen，Ie　quinzieme　jour　d’octobre1629．
　　Q伽肋〃〃θ卿α肋0伽∫肋㈱，δS炊肋7θ∫S〃0肋ψ2舳fα伽ゐ
肋㈱，れ0〃〃∫〃12〃ω加ゐR励α〃〃α桃S伽伽脇刎｛肋α刎肋
6㈱伽燗，〃3鮒1θ伽〃伽励∫θ肋3α6肋1σ売〃吻κ刎〃θ肋κ召∫．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　80㈹吻肋郷伽五S∫吻γθ㈱．
　∫亙1αη〃θ5So乃oまsuis　content　de　courir　et　risquer　en　cette　presente
police，ausdits　deux　na▽ires　que　DIEU　sauve，1a　somme　de　huit　cens
livres，きsCaY0ir，quatre　cens　liwes　sur　chacun　navire，Fait主　Rouen，
1es　jour　et　an　que　dessus．Sign6∫αη〃θ∫So乃oま．
　1θG〃6〃α〃刎θ0α〃κ召γsuis　content　de　courir　en　cette　presente　poIice
d’asseurance，ausdits　deux　navires　que　DIEU　sauYe，la　somme　de　six
cens　livres　tournois．Fait註Rouen，lesdits　jour　et　an　que　dessus．Sign6
Gα〃肋7．
　∫θ∫αoσ〃‘…∫0ooσ〃α〃suis　content　de　courir　en　cette　presente　po1ice
d’asseurance，ausdits　deux　navires　que　DIEU　sauve，la　somme　de　huit
cens　livres　toumois，sGaY0ir，quatre　cens1ivres　sur　chacun　navire．Fait
註Rouen，lesdits　jour　et　an　que　dessus．Sign6∫αo〃θs　Cocσ〃α〃．
　　A1asuitesontsemblablessouscriptionsdeNicolasCocquartpour
huit　cens1iwes，David　Cocquart　pour　huit　cens1ivres，Philippe　Vandale
pour　six　cens　liYres　sur1，un　et　rautre　navire．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600．
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　　C1ose　et　arrest6e　a　est6cette　presente　police　d’asseurance主1a　somme
de　qua廿e　mi11e　quatre　cens　livres，et　le　prix　d’ice11e，註six工ivres　po岨
chacune　centaine　de1iwes　payer主deux　mois：et　a　fait　cedu11es1edit
Jacques　Cocquart　pour　Iedit　Jean　Colomb，dont　moy〃α〃ω〃o惚2，
commis　pour　les　marchands，ay　sign6au　bas　d’icelle．A　Rouen，ce
quinzieme　octobre1629．Sign6”．”o惚θ．
　　〃刎’αθs杉切〃〃oツ肋肋ク刎〃o螂カα〃θ∫肋7伽σ㈱Coo2伽〃，
〃〃θ2㈱τ〃θ／θα〃Colo〃ろ，力o〃1θ〃〃けo〃6励∂θσ〃α肋刎〃θ
〃α肋C㈱0脇肋㈱∂舳∫01∫肋7㎜ゐ，60〃〃θ伽肋．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ肋伽Dθ1αゐ．
　　JE　Mathieu　Alorge，commis　pour1es　marchands註faire　et　dresser
po1ices　d’asseurance　qui　se　font　en　cette　ville　de　Rouen，certi丘eきtous
qu’i1appartiendra，que1e　dixieme　jo岨de　mars1630，乞1a　requeste　du
sieur　Jacques　Cocquart，pouエ’et　au　nom　de　Jean　Co1omb　demeurant主
Bourdeaux，j’ay　signi舵，dit　et　declar6aux　sieurs　Jacques　Schot，Guil－
1aume　Gautier，Jacques　Cocquart，David　Cocquart　et　Phi1ippe　Vanda1e，
en　par1antきtous　en1eur　persome，et1’onzieme　dudit　mois　de　may
parlant主Nico1as　Cocquart：comme1e　navire　nomm61’亙功蜥o物，du
port　de　quarante　tomeaux　ou　emiron，duquel　est　maistre　apr6s　DIEU
Jean　Bacha1aict，demeurant　au　Hawe　de　Grace，sur1eque1i1s　ont
asse皿61eur　b1ed　froment，pour　al1er　de　Rouen主Bourdeaux：que
depuis1e　departement　dudit　navire　de　cette　vi11e　de　Rouen　il　n’a　regu
aucunes　nouve11es　dudit　navire；ce　qui　fait　avoir　opinion　audit　Cocquart
audit　nom，qu’iceluy　dit　navire，en　a11ant　et　p01■rsuivant　son　voyage，a
est6perdu　et　periclit6en　mer，ou　bien　pris　et　depred6par　les　Turcs
et　men6en　Barbarie，dont　requerant　que　dessus　j’ay　dit　et　declar6
ausdits　dessus　nommez　pour1es　sommes　par　eux　asseur6es　sur　ledit
navire；et　que　ledit　Jacques　Cocquart　audit　nom　entend　estre　pay6
d’icel1es　sommes　par　eux　asseur6es　sur　ledit　navire　au　bout　de1’an　et
jour，du　jouエ・dudlt　dela1sきeux　falt　Lesque1s　Jacques　Schot，Gm1laume
Gautier，Jacques　Cocquart，Dav1d　Cocquart，N1co1as　Cocquart　et　Ph111ppe
　　l156
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Vanda1e　ont　respondu　qu’ils　m’avoient　ouy；en　temoin　de　quoy　moy
dit　A1orge　en　qualit6que　dessus　ay　sign61a　presente．A　Rouen，ledit
jOu「01nzieme　may1630．Ainsi　sign6，〃．〃o惚θ。
　Guidon　de1a　mer自体は1607年版と1645年版が現存しているようである
カミ，Pardessusの言うように（もっとも，Pardessus自身も年代を問違って
いるが），㈱この現存Lている1607年版にも，1645年版にも，当然のことながら
上掲の保険証券のひな形は載っていない。
　そこで，Cleiracは，Guidonを彼の本に収録するにあたって，彼自身がこ
の保険証券を作文したか，彼がGuidonを収録する時にルァンで入手できた
最も新しい，または最も輿型的な形の保険証券を彼自身が織り込んだのでない
限り，1630年以後の別のGuidonを利用したものと考えなけれぱならない。
　実際，この保険証券には，上掲の通り，二箇所に「1629年10月15日に，ルア
ンにおいて作成された」（Fait　audit　Rouen1e15e　jour　d’octobre1629）と
記されており，また別の箇所にも，1630年3月10目，1630年5月11日という日
付げが出てくる。従って，C1eiracがその著《Les　us　et　coutumes　de1a
mer》のGuidonの収録部分の最後に掲げている保険証券を，木村博士が言
われるように，㈱r1565年のルアンの保険証券」とすることは，それが1565年に
作成されたという誤解を招く恐れがあるのではないかと危倶する。
注鯛　J．一M．Pardessus，Co〃ωあo〃〃1oゐ刎〃疵刎2∫刎ま納吻㈱伽X㎜∬色5伽1ら
　　1821，Tome　II，p．430，n．1．
　鋤　木村博士・「ロイズ保険証券様式の形成」（『一橋大学研究年報・商学研究』第11
　　・12号）P．157，P．166；同・「ロイズ海上保険証券の系譜」（『一橋犬学研究年報・
　　商学研究』第18号）p・150・
IV
　lV－1．Michel　Mouatは，その著《Le　commerce　maritime　normand≧
1a五n　du　moyen全ge》（1952）において，「われわれが知っているところの，
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海上保険の存在を暗示するノルマンディーの最も古い資料」として，1489年10
月21日のラ・ロシェル（La　Rochelle）の用船契約書を紹介している。㈹
　これによれば，ディェヅプの商人Robinet　H61iotが，Jean　Delesgues　de
Kampenなる人物（船主）に，その船で20トンの赤および白ワインをクロト
ワ（C「otOy）まで運送することを依頼し，約定運賃はトン当り9エキュ（1475
年から鋳造された金貨）で，この中には保険料を含む，そして，事故および全
損の場合には，船主のDelesgues　de　Kampenはトン当り12エキュを荷主の
H61iOtに支払うという内容が定められていた。
注㈹　0クー泓，P．392．
　IV－2．ルイ11世（1461～1483）以来，南仏のエーグ・そルト（Aigues・
Mortes）と並んで，フランス最大の港となったこのラ・ロシェルにおいて，
海上保険の存在を示す資料はこれだげである。
　ただ，F1orence　Elder　de　Rooverの論文《Early　examp1es　of　marine
insurance》（ψ．6杉．，PP．192，193）には，15世紀のフィレンツェの保険着
Bemardo　Cambiの帳簿を載せており，この帳簿にはCambiが引受けた多
数の海上保険契約の記録が載っている。このBemardo　Cambiは，1435年か
ら1450年までブルージュに住み，その後はまたフィレンツェに戻っているが，
彼がフィレンツェに戻った後，彼のブルージュの代理人が引受けた1454年10月
30日から1455年2月4日までの，ラ・ロシェル＝ブルージュ間を運送される積
荷に関する6つの海上保険契約の記録がこの帳簿に見られる。
　このことから，ラ・ロシェルでも，遅くとも15世紀の中葉には，海上保険は
知られていたものと思われる。
V
　V－1．アキテーヌ地方の中心地であり，南西フランス最大の都市ボルドーに
は，海上保険は，マルセイユにそれが伝えられてからほぼ一世紀遅れて伝えら
　H58
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れ，1525年から1550年にかけて発展を遂げた。しかし，この時期の船荷証券
（C㎝naiSSement）、は非常に多数残っているが，海上保険に関する記録は少な
い。㈹
　このボルドーにおいても．，海上保険が伝えられる以前から16世紀の中葉にか
げて，冒険貸借がひんぱんに行なわれていた。串
　例えば，1513年4月19目の契約によれば，当地において，リヨソに住むある
ルヅカ人の代理人であるAmO1丘niなる人物が，ブルージュの船主と冒険貸借
契約を結び，船舶が難破した場合には損害はそのルヅカ人が負担し・船舶が無
事目的港に到達した場合には，船主は到達後8日目に貸借金額を返済するとい
うものであった。㈹
注㈹　G．Hubrecht，ρ惚勿刎s　oあ∫召〃励あ燗　醐γ　128　ω械刎お〃”γ捌刎召8　δ　3o”6ω伽
　伽郷1”〃召〃加邊刎o5肋∂”XW｛磁幽（A口nales　de　la　Facu1t6　du　Droit　de
　1’Universit6de　Bordeaux，1951），p．87．
　綱　　Hubrecht，必｛〆，p．86．
　陶　Coomaert，oヵ．δた，Tome　II，p．237．
　V－2．ポルドーで現在知られる最古の海上保険契約書は・1525年10月27日の
もので，当地のGirOnde古文書館に保存されている。
　この契約書については，HubrechtωとCoomaert約の二人が言及してい
る。事実関係は必らずしもはっきりしないが，・両者の記述を総合すると，概ね
次の通りである。
　1525年10月27日，ポルドー存こ住むAmault　Gui1hem　del　CassoとL6onard
Rottengatter（ドイツ人と思われる）の二人の保険者が，アントワープに住む
ニュールンベルグ（Nlユremberg）出身のMartinとL6onard　Toucherとい
う二人の商人のために，ボルドーからアントワープに向かうブルターニュ（la
Bretagne）のPenmarch　という人物の所有する船舶マリー号（1a　Marie）
についてr船具および乗組員」とともに，計700エキュ・ソルの金額で，戦争
危険の保険を引受げた。さらに，この同じ日に，同じ公証人の所で，今度は
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Rottengatterが一人で，ニュールンベルグの同じ商人のために，同じように
ボルドーからアソトワープまで航行する別のブルターニュ人の船舶について，
Del　Cassoと別の二人のボノレドーの保険者に保険を付した。
　L6o皿ard　Rottengatterなるドイツ人は，第1の契約では保険者として行動
し，第2の契約では保険伸立人として行動していたということが分る。
注㈱　0かδ友，PP．87～88。
　陶　0ヵ．泓，Tome　II，p－238一
　▽一3．16世紀中葉以降の海上保険契約の記録は相当多数残っている。それら
を見ると，このボルドーでは，16世紀の中頃には，保険契約書にも一定の様式
ができ上がっていたことが分る。
　ところで，この頃のポルドーの保険者は，ボルドー出身者ばかりではなく，
リョソやモソトーバソ（Montauban）出身の商人，あるいはイタリァ人を中
心とする外国人も多く，㈱また，ボルドー以外の地に住む商人のために，フィ
レンツェ出身の金融業者Mathieu　Ceretaniや既述のL6onard　Rottengatter
のように，保険仲立人として行動する者もかなりいた。
5主㈱　　Hubrecht，oψ．δム，P・88・
　▽一4．このボルドーにおいて，海上保険の発達に一番貢献Lたのは，イタリ
ア人，就中フィレンツェ人であったと考える。
　すなわち，ボルドーの初期の海上保険契約の対象（保険の目的）は，マルセ
イユの場合とは異なり，船舶および／または船舶乗組員であったが，1550年以
降，積荷の海上保険契約が急速に増え，逆に，船舶保険契約に関する記録はせ
いぜい1552年の保険証券ぐらいしかない。1550年以降のこの積荷保険契約の急
増は，シャルル8世がナポリ王国の王位を要求したことに端を発した1494年乃
至1559年のイタリア戦争後，および就中アンリ2世とカトリーヌ・ド・メディ
シス（Catherine　de　M6dicis）との結婚後に，ボルドーに移住したイタリア
人に負うところが犬であった。物
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　このポルドーで1550年頃から使用された積荷に関する保険証券は，今日のロ
イズ保険証券と密接な関係を有しているフィレンツェの1523年条例付則の保険
証券様式と類似しているのではないかと想像するが，Hubrechtは，イタリァ
人は確かにポルドーにおける保険の普及に貢献したけれども，初期のボルドー
の保険証券と同じ頃別の場所で利用されていた保険証券との間には直接的な関
係はないように思われると述べているから，私の考えは単なる憶測であるかも
知れない。
童主色カ　Hubrecht，oψ．o仇，P・89．
YI
　Alauzetは，フラソスの内陸地リヨンはイタリアの諸都市としばしば交流が
あったにもかかわらず，既述の1556年のルアンの勅令よりも年代の下った同市
の定期市に関する勅令（1559年10月，1560年12月，1569年8月および1573年8
月）は保険の間題に全く耳を傾げていないと述べている。鱒
　しかし，このリヨ1■が16世紀から17世紀にかけて海上保険の一つの中心地で
あったと推察できること，このリヨンにおいて1554年に契約されたリスポン
（Lisbome）からカルカヅタ（Ca1cutta）までの貨物海上保険契約の記録が
残っていること，また，このリヨンにはイタリア人（特にフィレンツェ人）に
よって保険が伝えられたと思われることなどが，木村栄一博士のこれまでのご
研究㈹から明らかとなっている。
　この他に，同地のイタリア人保険者が，トゥールーズの商人のために，ボル
ドーからアントワープに向かう船舶の保険を引受けたという1572年3月4日の
記録帥があり，また，1576年にAguirre岬からアントワープまで運送される
貨物について，あるポルトガル人がロンドン，ベニスとこのリヨソで同時に保
険契約を締結したという記録帥がある。
注網　0カ、6女，P．95．
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鯛　「フラソスにおげる海上保険および海上保険証券の生成」pp．69～74；「ロィズ海
　上保険証券の系譜」p．149．
餉　　Coor口aert，oカ．δた，P．239．
㈲　　Coornaert，oかδ左，P．240。
VII
　W－1．これまで見てきたところからも分るように，16世紀の半ば頃には，フ
ラソスのほとんどの主要都市において，海上保険は行なわれていれ
　V皿一2．既述のGuidon　de　la　merは，保険全般にわたる手引きとして，フ
ラソスで長い間利用されてきたところの海事法規集であるが，これは全く公的
な性格を有さず，従って法の強制力を有Lない私的法規集であった。
　しかし，1681年に制定された海事勅令（0rdonnance　de　la　marine）は，
Guidon　de　la　merまでの地方的海事慣習法を清算するところの，海事に関
する公法および私法を併せ備えた近代的総合的な大法輿であって，太陽王ルイ
14世（1638～1715）の宰相コルベール（Co1bert）の下に，　ドウ・そランジス
（De　MOrangis）を長とする委員会の10年間に亘る検討の結果でき上がった
ものである。鉤コルベールは，1673年にr陸上商業」に関するオルドナンスを
公布したが，富国のためには海上商業の増強が大事であることを痛感し，「海
商」に関する規則を法典化したいと考えていたのである。的
　その勅令の第1条は，同勅令の目的および適用範囲を明確に規定しているが，
その中で，保険者は対価をとって危険を負担する旨定めている。
注鯛　Alauzet，o久泓，PP－99～100；Be1homme，oψ・漱，PP・20～21；田中誠二『海
　商法詳論』（昭和45年）P．10．この1681年の海事勅令を「コルベールのオルドナソ
　　ス」（0rdonnance　Colbert）ということがあるo
　鵠　　Georges　Hamo正1，且；∫まo伽ε8伽6榊1θ伽1’σ88〃〃刎2醐■〃肌22チδ1’彦加囮〃8召乃
　1895～96，pp．28～29．
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VIII
　m－1．ルイ14世：の1686年5月の勅令によって，パリ市に一つの海上保険およ
び海上冒険貸借会杜鈎が設立されたが，同勅令の第25条は，同杜による以外の
バリ市の同種類似のあらゆる取引を禁止Lながら，さらに第27条において，保
険取引は，従来通りルアン，ナント（Nantes），サソ・マロ（Saint・Malo），
ラ・ロシェル，ボルドー，バイヨンヌ（Bayome）およびマルセイユ等にお
いて行なわれるであろうとつげ加えている。鵠
注鈎　この会杜の形態については，Raymond－Jh・Trop1ong，工εω〃肋ま幽∫o磁ま6．
　1843，Tome　I，n．397参照。
　鵠　Alauzet，oヵ．dた，pp．95～96，
　V皿一2．しかし，この会杜はあまり成功しなかったようである。そのためにカ㍉
1710年には，r1686年に設立された保険および冒険貸借会杜を手本とする会杜
の設立計画」（prOjet　pOur1’6tablissement　d’une　Compagnie　des　assur－
ances　et　grosses　aventures　sur1e　modさle　de　ce11e　qui　fut6tablie　en
1’ann6e1686）なるものが立案されたが，これもうまく行かなかったようであ
る。㈱
　この同じ1710年に，ルイ14世は，かつてパリに設立された保険取引所の弊害
を認めて，これを廃止し，新たにマルセイユ，バイヨ1■ヌ，ボルドー，ラ・ロ
シェル，ナ：■ト，ポール・ルイ　（Port－Louis），ブレスト　（Brest），モルレ
．（Mor1aix），サン・マロ・ル・アーヴル（Le　Havre）・ダンケルク（Dunkeト
que），パリ，リヨン，オルレアソ等の主要港・主要商業都市に「保険取引所」
（Chambres　d’assurances）を創設し，各取引所の機構を定めた。Lかし，
これらのr保険取引所」は，保険契約について独占権を有していたわけではな
く，個人保険業老は取引を継続することができた。旬
　船舶は航海を開始するに当って，必らずこの取引所の役人の検査を受け，検
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査証明書（certiicat　de　visite）をもらわなげればならなかった。闘
注飼　Henri　S6e，肋f2醐〃2M鰍〃舳∫舳棚伽∫㎝F〃伽像3まμ棚㎝1伽舳漱
　δjV”〃2∫α〃Xγ工〃85～‘1ε（Revue　historique　de　droit　franCais　et　6tranger，
　1927），　p．289．
　6カ　S6e，必5a，P．289．
　鶴　　S6e，必｛〆，P．289．
　1皿一3．フランス保険史において忘れてならないのは，1750年に株式会杜形態
をもって設立されたChambre　d’assurances　g6n6rales　et　grosses　aventures
である。これは，同年の法律により，一株3000リーブルの株式1500株をもって
始まったが，同年2月4日の会議で，さらに一株3000リーブルの株式2500株が
発行され，資本金は結局1200万リーブルとなった。鵠
　さらに，1754年には，バリに設立されていた二つの海上保険会杜のうちの一
つに，陸上保険の営業認可が与えられ，1786年には，同じくパリに，火災保険
を専門とする二つの保険会杜が設立された。
　Lかし，これらの保険会杜はフランス革命によって解体され，その後継会杜
が現われたのは，ナポレオン（Napo16on）の第一帝政時代以後のことである。⑳
注鵠　S6e，oψ一〇放，P．291．
　㈱　Charles　Lemonnier，C舳刎2〃α伽　5〃12∫〃ξ肌ψα1ω　カo脆2∫〆伽醐吻伽2
　刎α〃伽3〃威あ∫吻刀吻伽2．1843，pref．pp．LXXVI～LXXVII．
IX
　IX－1．1700年代の中葉には，フランス各地の主要港・主要商業都市において，
印刷様式の海上保険証券を見ることができた。
　当時どのような保険証券が使用されていたか，興味のあるところである。
　幸い，手元に，留学中に入手したB．一M．Emerigonの《Trait6des　assur－
ances　et　des　contrats註1a　grOsse》の初版本（1783年版）があり，その第
1巻PP・34～39には，各国の保険証券と共に，当時のマルセイユ，ナントお
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よびポルドーの保険証券が掲げられている。
　以下に，これら三つの土地で当時利用されていた保険証券を紹介しよう。
　このうち，ナソトとポルドーの保＝険証券は，1681年の海事勅令制定後に作成
されたものである。マルセイユの保険証券は，既に紹介した1584年のかの聖イ
ラリー号に関する保険証券と酷似しており，その流れをくむものであることは，
一目瞭然である。
　このマルセィユ証券は，フランス海上保険証券の系譜を探る上で，重要な手
懸りとなるものと思われるので，原文の他に，併せて拙訳を掲げておく。
　マルセイユの保険証券
　《Au　Nom　de　Dieu＆de　la　Ste．Vierge：que　Dieu　conduise1e　tout
主bon　sauvement．
　Se　fait　assurer
　Alors　ledit　risque　sera丘ni．Et　veut　que　tous　ceux　qui　prendront
de　cette　assuret6，passent　le　mεme　risque　que1ui　tant　divin　qu’humain，
d，amis，ememis　comus　ou　inconnus，prises＆d6tentions　de　Seigneu－
ries，sOit　ecc16siastiques　Ou　temPOrelles，rePr6sail1es　justes　Ou　injustes，
bande　ou　contrebande，marque，contre－marque，de　vent，foudre，feu，jet
主1a　mer，＆de　tous　autres　inconv6niens，P6ri1s＆cas　fortuits　qui
pou耐oient　arriver，se　mettant≧son　mεme1ieu＆Place　comme　si
assur6ne　fut，sans　qu’11s　pu1ssent　dlre，a116guer　n1controuver　aucune
chose註ce　contraire，qu’ils　n，ayent　au　pr6a1ab1e　gami1a　main　des
sommes　par　eux　respectivement　assur6es，qu’ils　promettent　payer　trois
mois　aprさs　les　nou∀e11es　assur6es　du　sinistre　ou　perte，que　Dieu　ne
veuille，＆en　aprさs　plaider　si　bon　le皿semb1e；1esquels　trois　mois
seront　compt6s　du　jour　que1’Assurεaura　fait　sa　d6claration　de1a　perte
ou　sinistre　aux　Archives　de　la　Chambre　du　Commerce；＆ce，par6crit
dans　un　registre　particulierきce　destin6．Et　pour　meilleure　validit6
de　cette　assuret6，1esdits　sieurs　Assureurs　ob1igent　leurs　biensきtoutes
Cours．
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　Fina1ement，veut，＆ainsi　d’accord　avec　lesdits」Assure皿s，que　la
pr6sente6crite　d’assuエーet6ait　autant　de　force＆d’ob1igation　comme　si
c’6toit　m　contrat　public，en　la　mei11el■re　condition　que　puisseεtre，
avec　toutes　les　clauses　qu’apPartiennent　aux6crites　d’assuret6．
　Dieu1es　conduise＆fasse　salve，Amen．》
　　「神および聖母マリアの名において。神がすべてを安全に導き給うことを。
　　…・．について保険に付される。
　この時，上記の危険は終了する。そして，次のことを表明する。本保険を引
受けるすべての著は，被保険者に生じることあるべき以下の危険，すなわち，
神および人の危険，味方，既知のものであると未知のものであるとを問わず敵
の危険，宗教上のものであると世事上のものであるとを問わず権力者の捕獲お
よび抑留，正当なものであると不当なものであるとを問わず報復，封鎖または
反対封鎖，享捕免許，報復享捕免許，風，雷，火，投荷，並びに生じることあ
るその他すべての不都合，危険および偶然事故を，被保険者に生じなかったか
のように，その者の立場に代ることによって，負担する。上記保険者は，これ
に反するいかなることも唱え，申し立て，または反駁することはできない。上
記保険者は，あらかじめ各人の引受け金額を確保し，神の欲しない事故または
減失の確実な情報を得た後，および事故または減失について最善と思われるこ
とを申し立てた後，3ケ月以内に，上記保険者は支払うことを約束する。上記
3ケ月は，被保険老がその滅失または事故の通知を商業会議所の記録所になし
た日から計算される。そして，これは専らこの目的のために設けられた記録簿
に書き込まれる。また，本保険の効力を一層高めるために，上記保険者はその
財産をもって，すべての裁判所においてその責に任ずる。
　最後に，次のことを表明し，上記保険者と合意する。本保険証券は，保険証
券に必要なすべての条項を有し，最良の条件の下に作成された公的契約書と同
一の効力および強制力を有する。
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　　神が彼らを導き，助け給うことを。アーメン。」
　　1X－2．ナントの保険証券
　　《Nous，Assureurs，soussign6s，promettons＆nous　obligeons主vous　M．
d’assurer＆assurons，sa∀oir：chacun　de　nous　la　somme　par　nous　ci－
dessous　d6clar6e．．．．．．．．．
dont　nous　prenons　les　risques註notre　charge　sur　bonnes　ou　mauvaises
nouvelles，renongant註1a　lieue＆demie　par　heure，savoir：sur　le
Navire，depuis　Ie、．．．．．．、．＆sur　les　marchandises，depuis　le　jour　qu’e11es
ont6t6ou　seront　charg6es＆embarqu6es　pour　menerきbord　dudit
Navire，＆dureront，quant　au　Navire，jusqu’註　ce　qu’i1soit　arriv6　＆
d6charg6au　Port　de．．．．．．．．．＆1’avons　estim6valoir．．…．＿Et　quant　aux
marchand1ses，］usqu’註ce　qu’e1les　ayent6t6ou　s01ent　amen6es＆d6－
charg6es註terreきbon　sauvement，sans　aucm　dommage，nous　assujet－
tissans乞en　courir1es　risques　dans1es　Gabarres，Barques＆B盆teaux，
Chaloupes，Canots，＆au吐es　A116ges　servant註1eur　transport　de　terre
乞bord　lors　de　l’embarquement，＆de　bord註tene1ors　du　d6barquement．
Accordons　que1edit　Navire，faisant　ledit　voyage，pourra　naviguer　avant
＆a皿iere，きdextre＆註senestre；nous　soumettant註courir　tous
risques＆p6rils　de　mer，de　guerre，de　feu，de　vent，d’amis，d’ememis，
de　repr6sai11es，de　lettres　de　marque＆contre－marque：d’Arrεt＆
D6c1aration　de　guerre　des　Rois，Reines，R6pub1iques，Princes＆Seigneurs
que1conques，d’imprudence，d，absence　du　Capitaine1ors　de　la　perte，de
baratterie　de　Patron，Maitre　ou　Mariniers，＆g6n6ra1ement　de　tous
autres　p6ri1s，　fortunes　ou　cas　fortuits　qui　pourroient　avenir，en　quelque
maniere　que　ce　soit，Pr6vus　ou　impr6vus．Et　si　aprさs　la　sortie　du
Vaisseau　de　Port　de　son　d6part，lesdites　marchandises　venoient　par
n6cessit6，ou　dans1a　vue　d’une　plus　grande　sOret6，ら　εtre　d6charg6es
ou　recharg6es，en　tout　ou　en　partie，き1a　mer　ou　en　que1que　esca1e，
dans　un　autre　ou　dans　d’autres　Batimens，petits　ou餌ands，ce　qui
pourraεtre　fait　sans　attendre　notre　apProbation　ou　notre　consentement・
parce　que　n6anmoins　vous　serez　tenu　de　nous　en　instruire　aussit6t　que
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1a　nouve1le　vous　en　sera　parvenue，ou　dans　les　trois　jours　suivans　au
p1us　tard，nous　courons　les　rlsques　desd1tes　marchand1ses　sur1es
Batimens　dans　lesque1s　elles　auront6t6renvers6es，ainsi　que　nous1e
courions　auparavant，nous　mettant　du　tout　en　la　place　de　vous1edit
sieur………pour　vous　garantir＆indemniser　de　toutes　pertes＆dom－
mages　qui　pourroient　arriver；＆en　cas　de　dommage，Prise　ou　perte
dudit　Navire　ou　marchandises，（ce　que　Dieu　ne　veui11e）promettons＆
nous　obligeons　de　payer＆rembourser註vous　ou　au　porte皿de　cette
police，toute　la　perte＆dommages　que　vous　aurez　reCus，きproportion
de1a　somme　que　chacun　de　nous　aura　assur6e，aussi1e　dernier　comme
le　premier；＆en　tel　cas，domant　chacun　de　nous　pouvoir　sp6cia1差
vous．．．．．．．．．ouきvotre　Commis，de　travail1er　ou　faire　travai11er註1a
sa1vat1on，Promettant，en　tout6v6nement，de　payer1es　fra1s＆d6pens
faits註ce　sujet，soit　qu’i1y　ait　du　recouvement　ou　non，ajoutant　entiere
foi＆cr釦it　au　compte＆ferment　de　la　persome　ou　des　personnes
qui　auront　fait　lesdits　frais＆　d6pens；　confessons　εtre　pay6s　de　la
prime　d’Assurance　par　les　mains　de　vousき…。．…．註raison　de．．．．．．．．．
aprさs　la　connoissance　de1a　cessation　des　risques，1aque11e　prime　nous
est　n6anmoins　acquise　dさs　ce　moment，＆sera　regue　en　payement　de
1a　somme註payer　en　cas　de　perte，d’avaries，sauf1e　rapport　r6ciproque
du　p1us　ou　du　moins；nous　ne　payerons　point　d’avaries　si　elles
n’excedent．．．．．．．、．Pour　cent．I1nous　sera　dimim6．．．．、．．．．Pour　cent　pour
prompt　payement　en　payant　dans．．．．。．．．．aprさs　la　notiication　de1’aban－
don＆de1a　perte．Nous　vous　permettons　express6ment　de　faire
ass㎜er　tout　votre　capital，mεme1a　prime＆la　prime　de1a　prime，si
bon　vous　semble＆quand　bon∀ous　sembIera；le　tout　fait　de　bome
foi，sans　fraude，soit　que　le　susdit　Navire　ait　me　commission　en
guerre，ou　non，suiマant1’0rdomance　de　la　Marine，sauf1es　cas　dans
1esque1snousyaY0nsd6rog6；＆encasdecontestations，nouscon・
viendrons主1’amiable　d’Arbitres　N6gocians　pour　juger　nos　di脆rens；＆
pour1’ex6cution　du　tout，nous　ob1igeons　tous　nos　biens，sp6cialement
de　la　part　de　l’Assur6，1es　choses　assur6es　avec　renonciationきtoutes
　l168
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exceptions＆tromperies　contrairesきces　pr6sentes　conventions．万〃
cα∫必g刎7〃，ゐo∫〃肋80〃吻炊α〃2s　avec　quelque　Puissance　maritime
avant　l’arriv6e　dudit　Navire，la　prime　sera　augment6e　au　cours　de1a
Place．
　　Nantes，le．．．．．．、．．》
　　1X－3．ポルドーの保険証券
　　《Nous，les　Assureurs　ci－dessous　sign6s，promettons＆I1ous　ob1igeons
d’assurer＆assurons　par　ces　pr6sentes．．．．．．．．．1equel　risque　courons　＆
prenons註notre　charge　depuis　le　premier　jour＆heure　que　lesdites
marchandises　ont6t6ou　seront　charg6es　ou　embarqu6es　pourεtre
men6es註bord　dudit　Navire　ou　Navires，＆en　iceux　charg6es，＆durera
jusqu’きce　que1edit　Navire　soit　arriv6au　Port＆Hawe　de．．．．．．．．．＆que
lesdites　marchandises＆biens　seront　d6charg6s主terre　き　bon　sauve－
ment　sans　aucm　dommage；＆accordons　que1edit　Navire　ou　Navires
faisant　ledit　voyage，Pourront　naviguer　avant＆arriere，主9auche＆主
droite，＆faire　toutes　escales＆demeures，tant　forc6es　que　volontaires，
selon　que　semblera　audit　Maitre，Capita．ine　ou　Pilote　dudit　Navire；de
laquel1e　Assurance　nousdits　Assureurs　prenons　aussi註nos　risques＆
fortune　tous　p6ri1s　de　mer，de　feu，de　vent，d’amis，d’ememis，de
lettres　de　marque＆de　contre－marque，d’Arrεt＆D6tention　des　Rois，
des　Princes　ou　Seigneurs　quelconques，comme　aussi1a　baratterie　de
Patron，Maitres＆Mariniers，＆g6n6ralement　tous　autres　p6ri1s＆
fOrtunes　qui　pOurrOnt　avenir　en　quelque　maniere　que　ce　sOit，＆　que
l，on　peut　imaginer；nous　mettant　en　tout＆Par・tout　au　lieu＆P1ace
de　vous　M．．．．．．．．．pour　vous　garantir＆indemniser　de　tous　pertes＆
dommages　qui　pourroient　arriver．Et　cas　avenant　de　pertes　ou　d’infor－
tmes　audites　marchandises＆biens，（c♀que　Dieu　ne　veui11e）promettons
＆nous　obligeons　par　ces　pr6sentes　de　payer＆rembourserきvous　Ml
………ouきvotre　Commis，toute　la　perte＆dommage　par　vous　sou一
任erte；savoir，est　un　chacun　de　nous　au　prorata　de1a　somme　par1ui
assur6e，tant　le　premier　que　dernier　Assureur，＆ce　dans　trois　mois
prochainement　ensuivant，aprさs　que　nous　aurons6t6bien＆duement
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avertis　de　ladite　perte　ou　dommages；＆audit　cas　nous　donnons，＆m
chacm　de　nous　dome　pouvoir＆mandement　sp6cia1主vous　ou主votre
Commis，＆tous　autres　qu’i1appartiendra，pour，tantきnotre　dommage
qu’李notre　pro丘t，mettre　la　main≧la　sa1vation，＆註boniier　lesdites
marchandises＆biens；＆besoin6tant，en　faire1a　vente＆distribution
des　deniers　qui　en　proviendront，sans　sur　ce　attendre　notre　permi亨sion
ni　aYis；promettant　de　payer　tous　les　frais＆d6pens　qui　se　feront乞
ces　causes，comme　aussi　tous　les　dommages，soit　qu’il　se　sauve　que1que
chose　ou　point；auxquels　frais＆d6pens　foi　sera　ajout6e　sur1e　serment
de　ceux　qui1es　auront　faits；de　quoi　nous　nous　tiendrons　pour　contens
＆satisfaits　sans　aucm　contredit，＆d6clarons　que1a　prime……………
le　tout　de　bonne　foi，sans　dol，fraude，ni　mal－engin，selon＆suivant
1’Ordonnance　de　Sa　Majest6du　mois　d’Ao肚1681；＆en　cas　de　contesta－
tion　entre　nous　pour1e　fait　de　la　pr6sente　Assurance＆d6pendances
d’icelle，nous　conviendrons　d’Arbitres　pour　juger　nos　di脆rens．Et　pour
l’ex6cution　du　tout，ob1igeons　tous　nos　biens，avec　renonciation註toutes
exceptions＆tromperies　contraires註ces　pr6sentes．Convenons　en　outre
que　nous　ne　payerons　d’avarie　grosse＆commune，si　e11es　ne　s’61event
きun　pour　cent，＆les　a▽aries　simples＆Particu1ieres，que　dans　le　cas
oi　el1es　exc6deront　trois　pour　cent，tant　sur　les　Navires　que　sur　les
cargaisons，＆qu’主d6faut　de　nouvelles，il　vous　sera　permis　de　nous
faire　abandon　dans　un　an，きcompter　du　jour　de　son　dernier　d6part；
nous　soumettantきvous　payer　la　perte　des　e舟ets　ci－dessus　trois　mois
aprさs　la　notiication，renonCant註1a1ieue＆demie　par　heure，＆
renonCant　aussiきtous　articles　de1’Ordonnance　contraires　aux　stipula－
tions　cidessus，sans1esque1les　les　pr6sentes　n’eussent6t6faites．Ainsi
fait＆pass6きBordeaux　le．．．．．．．．．》
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